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過去6か月間にテゾスエコシステム内
でプロジェクトに新たに取り組む参加

者や企業の数は増加の一途を辿り、
数多くの有益な開発が進められてきま

した。

“
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テゾス コミュニティ各位

前回の半期更新活動報告書が発行された2月以降、感
染症の世界的な拡大に伴い人々の仕事、生活、社会的
な交流形態は大きく変化しています。そのような劇的な
変化にもかかわらず、関係者の一致団結によりテゾスエ
コシステムは大きな前進を遂げ、幾つもの重要なマイル
ストーンを達成しました。3月には、Carthageの修正によ
りプロトコルの三度目の更新が完了しました。テゾスの
ブロックチェーンメインネットがローンチから2周年を迎
える直前の6月には、100万個目のブロックをテゾスプロ
トコルに追加するという偉業を世界的なベーカーコミ
ュニティが達成。熱意ある開発者、支持者、ベーカーのコ
ミュニティがまさに分散型ネットワークで協力してきた
からこそ、このようなマイルストーンを達成することがで
きたのです。

テゾス財団は、多様で堅牢なグローバルコミュニティを
振興するという使命を追及し続けてきました。2月以来、
テゾス財団は56件の新しい助成金を交付し、4団体と戦
略的パートナーシップを締結し、3回目の独立外部監査
を完了しています。今回で3回目の発行となる本半期更
新活動報告書では、ここ6か月間の財団の活動全般を概
観するとともに、注目すべき活動を詳しく取り上げます。

過去6か月という期間は、当財団にとってこれまでの歩
みを振り返り、改善を図るよい機会となりました。財団
内で検討を重ねた結果、テゾス財団の組織改革に着手
することを決定しました。この改革によりテゾス財団理
事会が長期的なビジョンと戦略に焦点を定めた役割を
担い、執行チームが財団の日常業務を担うことになりま
す。さらに、非執行理事会メンバーとして新たに2名をチ
ームに加え、ガバナンスの新体制を整え、長期的な視点
から意思決定と業務執行を強化します。

ここ6か月の間に、テゾスは数多くの成果を挙げてきま
した。4月には、業界有数のクリプト企業の幾つかが共
同で、ビットコインに裏打ちされたtzBTCトークンをロ
ーンチしました。 これは、テゾスブロックチェーンのツ
ールやインフラの可能性の広がりを端的に示すもので
す。TruffleやMagicといった、業界を代表するプレーヤ
ーがテゾスを自己のツールスイートに加え、テゾスでの
ビルト性能を高めています。テゾスがTQやCoinlistと共
催するハッカソンには、1,000余りの団体や企業から応
募があり、30件の完成プロジェクトが提出されていま
す。そのなかには大きな将来性をもつプロジェクトも数
多くありました。

テゾスプロジェクトは比較的初期の段階にあるとはい
え、その発足から現在に至る2年間に、インフラストラク
チャ・レイヤー構築の促進に主眼を置いて活動を続けて
きました。インフラストラクチャ・レイヤーは今後も重要
な領域であることには変わりありませんが、当財団とし
ては次なる段階としてアプリケーション・レイヤーに活
動の幅を広げていきます。また、そのためにリソースを意
欲的に配分していきたいと考えています。これには、エン
ドユーザー製品やアプリケーションの開発を助け、テゾ
ス実装を促すという狙いがあります。世の中の先行き不
透明感が続く今も、当財団はテゾスの明るい未来を信
じ、コミュニティの協力によりオープンでアップグレード
可能なインフラストラクチャ、さらには持続可能で経済
的なエコシステムを構築できるものと確信しています。

テゾス財団理事会

はじめに
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テゾス財団の役割

テゾスは分散型ピアツーピアシステムをサポートするテクノロジーで、自由
参加型のネットワークです。単一の会社が「テゾス」を所有、運営、管理する
ことはありません。テゾスを理解するには、このパラダイムを理解することが
不可欠です。

...分散型ネットワークの成功は、 堅実
で多様性に富んだ活発なコミュニテ
ィの 努力にかかっています。 テゾス財
団はこのエコシステムを 支える存在
です... ”

テゾス財団はスイスを拠点とし、スイス連邦財団
監督局の監督下に置かれた財団です。特にテゾス
プロトコルと関連技術の促進と開発をはじめと
する、新たに開かれた分散型のソフトウェアアー
キテクチャの分野における、新しい技術とアプリ
ケーションの開発促進をその世界的な活動の目
標としています。 

テゾスのポジションペーパーでも強調されている
ように、分散型ネットワークの成功は、
堅実で多様性に富んだ活発なコミュニティの努
力にかかっています。テゾス財団は、開発者、科学
者、ネットワーク検証者（「ベーカー」）、支援者、そ
して将来的にグローバルなイノベーションを推進
しようとプラットフォームの成功に向けて取り組
んでいる他の多くの人々と共に、このエコシステ
ムを支えています。

テゾス財団は、その使命を追及するなかで、テゾ
スのプロジェクトの長期的な未来を支えるため
にリソースを駆使します。世界中の教育研究機
関、開発者、活動家などのコミュニティメンバー
がテゾスのプロジェクトを推進できるよう、助成
金やその他の資金分散方法で戦略的に支援しま
す。

テゾスの可能性はコミュニティに委ねられていま
す。当該コミュニティは、ブロックチェーンエコシ
ステムの中でも最も強固で優れたもののひとつ
です。利害関係者であれば誰でもテゾスのコミュ
ニティに参加して、プロジェクトに貢献できます。
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2020年3月5日
Carthageの修正案がテゾスの
ステークホールダーによって
承認され、ネットワーク全体で
自動的にアクティブ化。

2020年3月6日
TQ Tezosがテゾスにとってマ
ルチアセットインターフェース
の役割を果たすFA2トークン
規格に関するコメント要請を
公表。

2020年2月12日
Nomadic Labsがコミュニティ
向けにテゾスのプロジェクト、
エコシステム、主要な技術側
面に関する一連のトレーニン
グセッションを開催。

2020年2月13日
Taurus Groupがテゾスを自
社のデジタルアセットインフラ
に統合する開発業務に着手。

2020年7月1日
Bolt Labsがテゾスブロックチ
ェーン上でプライバシー保護
目的のステートチャネルを実
現するために、zkChannelsの
プロトコルを拡張する開発業
務に着手。

2020年7月6日
テゾス上でdAppsをビルト
するための強力なツール
として、AirGapのBeacon
とTaquitoに脚光が集ま
る。tzip-10実装のBeacon
がウォレットをdAppsに接続
し、TaquitoがdAppをテゾス
ブロックチェーンに接続。

2020年6月17日
テゾスコミュニティが100万個
目のブロックを検証し、テゾス
ブロックチェーンに加えるとい
う記念すべき記録を打ち立て
る。

2020年6月30日
6月末、テゾスブロックチェー
ン・メインネットの発足から2周
年を迎える。 

2020年5月7日
TQ TezosやCoinlistが開催し
たハッカソンには、1,000名以
上の参加者が登録し、30件の
プロジェクトが提出。

2020年5月22日
BTG Pactualがテゾスブロック
チェーン上で不動産に裏打ち
されたReitBZトークンを正式
に発行。

2020年4月8日
複数のクリプト企業が共同で
ビットコインに裏打ちされた
tzBTCトークンを発行。FA1.2 
トークン規格に基づいて、テゾ
スブロックチェーン上でビット
コイン価格に1:1で連動するト
ークンをビルト。

2020年4月15日
Truffleがテゾスプロトコルに
対応。それによって、 ユーザー
はテゾス上でプロ仕様ツール
を利用してスマートコントラク
トを構築可能に。

テゾスの過去6か月の
軌跡
エコシステムからのイベント抜粋

2020年

3月 4月 5月 6月 7月2月
6 / 7 
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実績と数字 
2020年2月以降のテゾス財団のハイライト抜粋

PwCによる3回目の独立外部監査
が完了

USD（単位：百万）の資産 
(2020年7月31日現在）

か国の助成金受給者 
出身国

25

団体との新しい戦略 
パートナーシップ

件の助成金交付

名の新しい非執行理
事会メンバー 

rd

751

2



助成金 
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助成金 – 優先順位と
プロセス

テゾス財団の主要な活動は、テゾスの長期的な成功維持のためのリソー
スを 企業やイニシアチブに提供することです。当財団は三つの助成金の 
カテゴリに焦点を当てています。

研究・教育、コア開発助成金
テゾスに関するイノベーション、開発、教育を促進します。これらの助成金に
は、オンライントレーニングコースからコアプロトコルの開発まで、さまざまな
プロジェクトが含まれます。

エコシステム – ツール・アプリケーション助成金
エントリーへの壁を低くして、開発者や後続のアプリケーションのエンドユーザ
ーがテゾスを利用できるようにします。

コミュニティ助成金
テゾス財団が属するテゾスコミュニティを強化し、成長に導く組織やイニシア
チブをサポートします。
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新規助成金申請の評価プロセスには、通常6～8週間かかります。優秀な応募者とその申請プロジェクトを慎
重に評価して支給されたリソースでテゾスエコシステムに比例する価値を生み出すことが重要です。今回で3
回目の発行となる半期更新活動報告書は、2020年2月から7月までの理事会の活動をお伝えします。

状況によっては、プロジェクトがテゾスエコシステ
ムにとって非常に重要な場合、テゾス財団はアプ
リケーションをオフサイクルのプロセスで押し進
めます。これらのアプリケーションは迅速に処理
されますが、同じデューデリジェンスプロセスを
受け、同様の承認が必要になることに注意してく
ださい。現在、助成金申請プロセスの見直しが進
められており、2020年内に新しい申請方式が発
表される予定です。

評価プロセス

ステップ １
アプリケーションではまず、テゾス財団の正式な要件を満たしていることを確認します。正
式な要件は、提案依頼書（RFP）を介して受給候補者に公開されます。

ステップ 2
第1審査を通過したアプリケーションは、Nomadic Labs会長であるミシェル・マウニーが議
長を務めるテゾス財団の技術諮問委員会（TAC）に送られ、技術的なデューデリジェンスと
評価が行われます。現在のTAC委員のリストは、本半期更新活動報告書の最終欄をご覧くだ
さい。TACは助成金自体を決定するのではなく、アプリケーションの技術的強みとテゾスエ
コシステムへの有用性についてアドバイスを提供します。

ステップ 3 
TACから肯定的な推薦を受けたアプリケーションに関しては、デューデリジェンスプロセス
を完了した後で、テゾス財団理事会またはテゾス財団執行委員会が助成金申請の承認、却
下あるいは修正などの最終決定を下します。

ステップ 4 
助成金申請に関する最終決定が下されると、結果が申請者に通知されます。助成金が交付
される前に、承認された申請者はテゾス財団と協力して法的書類を準備します。

助成金は通常、複数回に分けて支払われます。あ
らかじめ定められたマイルストーンが確実に達
成されるよう、支払いスケジュールに準じて分割
払いを行います。テゾス財団は支払いを管理し、
後続の支払いの前に受給者からのマイルストー
ンレポートを評価します。技術的な評価が必要な
場合、このプロセスにTACが関与する場合があり
ます。テゾス財団は、成果目標を達成できないプ
ロジェクトに対して支払いを継続しない場合も
あります。
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受給者とその他の受給
団体・組織

第2期の半期更新活動報告書（2020年3月）以降、テゾス財団は18か国で56件
の新たなプロジェクトに総額1,880万ドルの資金を投入しました。56件の新し
い助成金のうち23件（41%）は 新規の受給者でした。支給確約額には前期か
ら大きな変動がありますが、これは往々にして年度初頭に大型の年次助成金
が交付されることに関係しています。それらの助成金は、次回の半期更新活動
報告書の報告に再び含められます。  
 
過去に助成金を受給して、現在も活動中のプロジェクトの中には、本半期更新
活動報告書に掲載されていないものもあります。過去の助成金については、テ
ゾス財団の前回の半期更新活動報告書をご覧ください。

コミュニティ 
助成金

研究・教育 コア
開発 助成金

エコシステム ツール・ア
プリケーションの助成金

36% 31%

33%

USD 18.8 M
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コア開発
• Bolt Labs、米国
• DaiLambda、日本***
• Metastate、スイス
• Nomadic Labs、フランス* 

研究・教育
• Baking Bad、ロシア*
• Blockmatics、米国
• BUIDL Labs、インド**
• France IOI、フランス

*  複数のカテゴリで助成金を受け取る受給者
**  サービス契約またはその他の正規の合意を介して  

テゾス財団から資金を受ける組織だが、受給者ではない
***  合意の最終決定中

合計: USD 5.8 M

受給者とその他の受給団体・組織：

研究・教育 コア開発 
助成金
テゾス財団は、分散システム、暗号化、プログラミング言語、形式検証など、コ
ンピューターサイエンスに関連する幅広いドメインに関する研究と教育をサポ
ートしています。リソースの多くは、世界中のハイレベルな機関や組織の科学者
やエンジニアのサポート、さらに将来の才能を育成するための教育プログラム
に充てられています。これらのイニシアチブおよびコアプロトコルの開発に貢
献するその他のイニシアチブを、テゾス財団は最優先としてします。

• Freiburg University、ドイツ
• IIT Madras、インド
• Inacta、スイス
• 京都大学、日本
• 名古屋大学、日本**
• OCaml Labs、英国
• OCTO Technology、フランス*
• Simple Staking、マルタ
• Stove Labs, スロバキア
• Tarides、フランス
• VDF Alliance、米国
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コア開発

Bolt Labsは米国を拠点として、ブロックチェー
ン上で迅速でプライベートな取引を実現するた
めにzkChannelsプロトコルを構築しています。プ
ライバシー保護を目的とするステートチャネルを
使用することにより、ゼロ知識証明とマルチパー
ティー計算手法に基づいて取引をオフチェーンで
集約します。Bolt Labsは、テゾスのブロックチェ
ーン上でプライバシーを保護するステートチャネ
ルを有効にするための開発作業に助成金を使用
します。 

ダイラムダ(DaiLambda）は京都に拠点を置く、
テゾスのコア開発チームです。テゾスのコアプロ
トコルとスマートコントラクトの研究開発に取り
組んでいます。ダイラムダ・チームは、パリにあるフ
ランス国立情報学自動制御研究所（Inria）時代
の学術研究に端を発するOCamlの豊富な経験を
持ち、トレーニングとコンサルティング契約を通じ
て、日本を含むアジア広域でテゾスエコシステム
の成長に貢献しています。テゾスのコアストレー
ジの最適化、ならびに日本でのプロモーション活
動を目的とする「Plebia」プロジェクトに対して、
助成金が交付されました。 

Metastate（旧Cryptium Labs）はスイスを
拠点とするセキュリティ志向の企業で、分散型
台帳の研究とプロトコル開発に集中していま
す。Metastateは、テゾスプロジェクトの発展に役
立つ多くの技術を研究開発しています。特に、コン
センサスアルゴリズム、プライバシー保護機能、証
拠の提示とステーキング製品、ガバナンス、スマー
トコントラクト、シャーディングなどに取り組んで
います。Metastateは他のテゾス開発者と協力し
てBabylon とCarthageの開発と今後のアップグ
レードに携わり、世界中の会議やイベントでテゾ
スプロジェクトをリードしています。 

Nomadic Labsはテゾスエコシステムの研究開
発に取り組んでいます。テゾスのコアノードソフト
ウェアの開発に携わるほか、スマートコントラク
トセキュリティ、コンセンサスアルゴリズム、ブロ
ックチェーン暗号方式、テゾスに関連するその他

改良のために継続的な研究を行っています。数多
くのプロジェクトのなかでも、Nomadic Labsが
特に力を入れているのがテゾスのスマートコント
ラクト言語Michelsonの継続的な開発です。最近
では、パブリックブロックチェーン向けに典型的
なBFTコンセンサスアルゴリズムであるTender-
bakeを発表しています。また、プライバシー保護
技術をテゾスに追加することを提案する予定で
す。Nomadic Labsは、グローバルなテゾス開発
者コミュニティと協力して、開発イニシアチブをサ
ポートし、テゾスプロジェクトのさまざまなチーム
や貢献者全体のワークフローを合理化します。

研究・教育

Baking Badはロシアを拠点とするテゾス開発チ
ームで、BetterCallDev、スマートコントラクトエク
スプローラー、TzKT、先進的なブロックエクスプ
ローラー、インデクサ、APIなどの各種のテゾス製
品を積極的に開発しています。既存のプロジェク
トを進めるかたわら、Baking Badチームは開発
者向けのインタラクティブトレーニングプログラ
ムを作成するのに助成金を利用します。そのよう
にして、テゾスエコシステムでより多くの開発者を
支援し、オンボーディングによる技術の定着を図
ることを目指しています。 

Blockmaticsは米国を拠点として、ブロックチェ
ーンテクノロジーを活用する企業や専門家の知
識向上を支援しています。オンラインコースや対
面授業を通じて、Blockmaticsは受講者にコア
コンセプトを伝え、開発者のトレーニングを行っ
ています。また、レポートやテクニカルガイドの発
行なども行っています。同社に付与された助成金
は、直感的かつ効率的に操作できるスマートコン
トラクト開発言語SmartPyとテゾス向けの開発
プラットフォームについてのオンラインコースを
構築し、リリースするのに使われます。

インドの開発ラボBUIDL LabsのCryptoverse 
Warsは、ビジネス成長を促進するツールとして
起業家により起業家のために開発されました。テ
ゾスプロジェクトへの貢献として評価されている
Cryptoverse Warsは、初心者ユーザーにテゾス
のエコシステムを教える、インタラクティブなコー
ド学習スクールで、ユーザーはSmartPyでテゾス
のスマートコントラクトを作成する方法をゲーム
形式で学ぶことができます。 

France IOIは、プログラミングとアルゴリズムの
ユーザーの裾野を広げることを目的に活動して
いるフランスの組織です。国際情報オリンピック
に参加する高校生を支援するために、リソースや
トレーニングを提供し、コンペなどを開催してい

テゾスの新たなガバナンス機
構により 新しいプライバシー
機能を 実装することが可能
になった.
Bolt Labs

“
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ます。今後、テゾス専用のプログラム言語である
OCamlやMichelsonもそのサービスに含めてい
くために、助成金は使用されます。

ペーター・ティーマンはフライブルク大学（ド
イツ）情報学部の教授です。ティーマン教授は
COOC（OCamlのコントラクトオーケストレーシ
ョン）に対する助成金を受給しました。これは
OCamlとMichelson間のスムーズな互換性を保
証し、OCaml言語を使ったアプリケーションプロ
グラムからのコントラクト呼び出しの正しいオー
ケストレーションを保証するプロジェクトです。

インド工科大学 （IITマドラス校）は8,000人余り
の学生と約550人の教職員を抱える世界トップ
クラスのテクノロジー系高等教育機関で、そこで
は基礎研究と応用研究が行われています。同大
学に付与された助成金は、アップストリームでの
OCamlマルチコア対応を実現し、テゾスツールス
タックを拡張し、特にIrminやLwtライブラリを拡
充するために使用されます。IITはOCaml Labsと
の緊密な協力のもとに、このプロジェクトを推進
しています。 

ベンジャミン・カノウ

Inactaは高度な情報管理サービスを提供するス
イス企業です。60余名のスタッフからなる専門家
チームが、ブロックチェーンも含めた各種エリア
でのコンサルティングと実装サービスを提供して
います。同社のコンサル活動の軸足をテゾスブロ
ックチェーンに移行するためのコンサルタント研
修を支援し、DACHの分野での実装をサポートす
るために、助成金が付与されました。

京都大学は日本で2番目に古い大学で、アジアの
大学の中では最多の18人のノーベル賞受賞者を
輩出したアジア屈指の研究機関です。京都大学
は、現行のシンプルなMichelson型検査を研究
し、Michelsonと高レベルテゾススマートコントラ
クト言語の静的検証技術を開発しています。彼ら
の研究チームは、そのような検証技術のための
アクセス可能な開発ツールを作成し、日本とアジ
ア広地域のテゾスエコシステムの成長に貢献し
ています。

and _ manager_operation =
  | Reveal : Signature.Public_key.t -> 
Kind.reveal manager_operation
  | Transaction : {
      amount : Tez_repr.tez;
      parameters : Script_repr.lazy_expr;
      entrypoint : string;
      destination : Contract_repr.contract;
    }
      -> Kind.transaction manager_operation
  | Origination : {
      delegate : Signature.Public_key_hash.t option;
      script : Script_repr.t;
      credit : Tez_repr.tez;
      preorigination : Contract_repr.t option;
    }
      -> Kind.origination manager_operation
  | Delegation :
      Signature.Public_key_hash.t option
      -> Kind.delegation manager_operation
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名古屋大学は約1万6千人の学生数を誇り、日
本の高等教育機関ランキング第3位の大学です。
名古屋大学大学院多元数理科学研究科のジャ
ック・ガリグ教授が中心となって、“Certifiable 
OCaml Type Interface” (COCTI)プロジェクトが
進められています。COCTIとは、堅牢性・モジュー
ル性・検証性を高めたOCaml型インターフェース
のことです。具体的には、制約ベースの型インター
フェースを使用したOCamlタイプチェッカーをモ
ジュール化し、Coq証明支援システムを使った証
明により検証を行います。大学に交付された助成
金は、ブロックチェーン教育を拡充し、関連するテ
ーマを検証するのに使用され、ダイラムダならび
にアジア広域のテゾスチームとの協力のもとに
テゾステクノロジーの習得コースを開催するため
の資金として使われます。

ケンブリッジ大学のOCaml Labsは、一流の関数
型プログラミングおよびコンピューターサイエン
スの学際的なチームとして、英国を拠点として活
動しています。この助成金により、OCaml Labsチ
ームはテゾスコードベースを新しいduniverseビ
ルドシステムに移行します。これにより、テゾスビ
ルドの速度が向上し、開発者の開発ワークフロ
ーがスムーズになります。OCaml Labsは、このプ
ロジェクトでインド工科大学マドラス校（IITM）の
研究者と協力しています。同校はインドの高等技
術教育および応用研究分野で最重要な研究所
です。

OCTO Technologyは、Accenture Digitalに属
するフランスのコンサルティングおよびIT導入会
社です。この助成金はOCTOチームによるテゾス
アカデミーの構築と改善に使われます。テゾスア
カデミーとは、楽しくユーザーフレンドリーな方法
でLIGOスマートコントラクトの開発を教える無料
オンラインプラットフォームです。 

Simple Stakingは、マルタを拠点にTezEdge
をビルトしている企業です。TezEdgeとは、安全
性への配慮から人気のあるRustプログラミン
グ言語で実装されたテゾスノードです。新たな
助成金で、TezEdgeの開発を継続するととも
に、Nomadic Labsやその他の広範なテゾス開発
コミュニティと協力してプロジェクトを進めてい
きます。Rust言語で実装されたテゾスノードがエ
コシステムに加わることによりノード実装の多様
性が増し、ネットワークの分散性と堅牢性が高ま
ります。

Stove Labsはスロバキアを拠点として、テゾスス
クールを構築している企業です。最新のテゾス利
用方法を総合的に学べるコースを開発者向けに
提供しています。今回の助成金はテゾススクール
のプロジェクトを推進するために付与されたもの
で、それによってユースケースの開発などもカリ
キュラムに盛り込まれます。

Taridesはフランスのソフトウェアエンジニアリ
ング会社で、仮想現実技術、分散型システム、
プログラミング言語の開発に主に携わってい
ます。財団から付与された助成金は、テゾスと
MirageOSの統合と継続開発に充てられるととも
に、WindowsやJavascriptのような新しいプラッ
トフォームにおけるテゾスの移植や保守に使用
されます。Taridesチームはまた、テゾスで使用さ
れるMirageOSライブラリに対しても長期的なサ
ポートを保証しています。 

VDF Allianceは、ブロックチェーンエコシステム
用のオープンソースハードウェアを構築する、世
界クラスの学術、非営利、企業の協力者が集ま
る団体です。テゾス財団はVDF Allianceに参加し
て、テゾスのようなブロックチェーンプロトコルの
セキュリティとスケーラビリティ向上の研究開発
をサポートします。
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エコシステム – ツール ・アプ
リケーションの助成金
テゾス財団は、スキルレベルの異なる開発者がテゾスで新たなアプリケーショ
ンを構築でき、エコシステムの成長に役立つツールを構築している数々のチー
ムをサポートしています。テゾス財団はこれまで、この助成金作成カテゴリであ
る、5つの主要分野（プログラミング言語とライブラリ、ブロックエクスプローラ
ーと分析、スマートコントラクト開発、インフラストラクチャ、アプリケーション）
に焦点を当ててきました。 

Tezos Israel
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合計: USD 6.2 M

受給者とその他の受給団体・組織：

プログラミング言語とライブラリ
• Anchorage、米国
• Archetype、フランス
• Go Tezos、米国
• Madfish Solutions、ウクライナ
• NEOFACTO、フランス
• Nomadic Labs、フランス*
• Sotez、米国
• Tezos Rio、ブラジル

ブロックエクスプローラー
• Baking Bad、ロシア*
• Papers / AirGap、スイス**
• TzStats、ドイツ
• TezTracker、ウクライナ

スマートコントラクト開発
• Agile Ventures、チェコ
• Baking Bad、ロシア*
• DaiLambda、日本* **
• 高麗大学校、韓国
• Nomadic Labs、フランス*
• PeerPatron、フランス
• Runtime Verification、米国
• TulipTools、オーストリア 
• Tezsure、インド
• Truffle Blockchain Group、米国

インフラ
• Agile Ventures、チェコ
• Anyblock Analytics、ドイツ
• Baking Bad、ロシア*
• Blockdaemon、アイルランド
• camlCase、米国
• Catsigma、アジア
• Cryptonomic、米国
• Dsent AG、スイス
• ECAD Labs、カナダ
• Figment Networks、カナダ
• Finoa、ドイツ
• LIGO、フランス
• Magic Labs、米国
• MIDL.dev、エストニア
• OCTO Technology、フランス*
• Papers / AirGap、スイス**
• Payzos、トルコ
• SkillZ、フランス
• Smart Chain Arena、米国 **
• Taurus、スイス
• TezosKit、米国
• Tezos-nodes、ロシア
• TezQuery Genevès、フランス
• TQ Tezos、米国* **

アプリケーション
• Blockcurators、ドイツ
• Electis、フランス
• Ejara、カメルーン
• hicetnunc2000、ブラジル
• Madfish Solutions、ウクライナ
• Nzinghaa Lab、カメルーン
• Tezos reward distributor、米国

*  複数のカテゴリで助成金を受け取る受給者
**  サービス契約またはその他の正規の合意を介して  

テゾス財団から資金を受ける組織だが、受給者ではない
***  合意の最終決定中
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プログラミング言語 
およびライブラリ

テゾスを可能な限り利用しやすくするために、テ
ゾス 財団はテゾス開発への参入のハードルを下
げるのに役立つオープンソースソフトウェアを作
成するエンジニアをサポートしています。

Anchorageは米国を拠点としてAnchorageオ
ープンソースライブラリを開発している企業で
す。Anchorageライブラリを拡充し、Goプログ
ラミング言語でのテゾススマートコントラクトの
作成と呼び出しをサポートするために助成金
が支給されました。今後のライブラリ拡充によ
り、Micheline JSON構文、バイナリシリアル化フ
ォーマット、Michelsonコントラクトなどへの展開
も視野に入れています。

Edukeraはスマートコントラクトセキュリティを主
な事業内容とするフランス企業です。Edukeraの
チームが提供するArchetypeは、テゾスブロック
チェーンでのスマートコントラクト作成のために
安全性を重視したドメイン特化言語で、テゾスの
スマートセキュリティの実現に役立ちます。テゾス
財団から付与された助成金は、プロジェクトをさ
らに推し進め、Archetypeスマートコントラクト
の形式検証プロセスを構築することに使用され
ます。 

Go Tezosは米国に拠点を置くテゾス開発者の
Brice Aldrichによって作成された人気のGoライ
ブラリで、テゾス RPC（リモートプロシージャコー
ル）により公開、ビルトされています。BriceはGo 
Tezosをさらに改善するために、スマートコントラ
クトの展開やRPC拡充などの機能を加え、テスト
カバレッジとセキュリティを高めています。

ウクライナのソフトウェア開発会社Madfish 
Solutionsは、テゾスエコシステムの発展を支援
する様々なプロジェクトを手がけています。その
ようなプロジェクトの一環として、彼らが特に力
を入れているのがeth2tez（sol2ligo）の改良で
す。このトランスパイラにより、開発者はスマート
コントラクトをSolidityからLIGOに移行すること
ができます。 

NEOFACTOはフランス、ルクセンブルク、ベルギ
ーに拠点をもつコンサルティング会社で、総勢80
余名のコンサルタントを擁しています。主に、デジ
タル化に取り組む企業に顧問サービスを提供し
ています。そのサービスのなかには、ブロックチェ
ーンコンサルティングやアプリ開発も含まれます。
同社に付与された助成金は、Java連携ツールボ
ックス（EJ4Tezos）の開発とリリースを通じてテ
ゾスプロジェクトを促進するために使用されま
す。そのような取り組みには、ビジネス界における
テゾス採用を推進する狙いがあります。 

Nomadic Labsが管理するMichelsonは、テ
ゾススマートコントラクトのプログラミング言
語で、正式検証を念頭において設計されていま
す。Michelsonは低水準のスタックベース言語で
すが、その静的型システムによりスマートコントラ
クトの実行から全クラスのプログラミングエラー
を排除可能です。

ルイス・ミルフォント
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Andrew Kishinoは米国に拠点を置くテゾス開発
企業で、テゾスとの相互作用性を実現する最小限
のJavaScriptライブラリとしてSotezの開発を手
がけています。交付された助成金はSotezの継続
的な開発に使用されるとともに、テゾスの開発に
適したTypeScriptライブラリであるTaquitoの開
発資金として役立てられます。 

Tezos Rioはブラジルでテゾスプロジェクトを推
進しています。ルイス・ミルフオントは各種のプロ
グラミング環境やフレームワークにおけるテゾス
の存在感を高めるために複数のプログラミング
言語でライブラリを作成していますが、助成金は
その取り組みをサポートし、ポルトガル語ユーザ
ー向けの教育プログラムを支援するのに使用さ
れます。 

ブロックエクスプローラー 

テゾス財団はコミュニティメンバーが、テゾスブ
ロックチェーン分析に使用できるオープンソース
のブロックエキスポローラーやその他のツール
開発に優先して資金を提供します。 

Baking Badは、エコシステムで広く使用されて
いる多様な製品を構築するテゾス開発チームで、
ロシアを拠点として活動しています。この助成金
により、テゾスブロックチェーン用の軽量なAPIフ
ァーストのアカウント志向型ブロックエクスプロ
ーラーのTzKTを改良開発しているチームを支援
します。さらに、助成金はテゾススマートコントラ
クト開発者ダッシュボードであるBetter Call Dev
にも使用されます。

AirGapウォレットを開発したPapersは、スイス
を拠点としてテゾスエコシステムの開発を積極
的に進めています。Papersチームは、テゾス アゴ
ラとの統合、テゾススマートコントラクトと資産の
サポート、そしてその他の主要なメトリックとデー
タの視覚化を通じて高性能なベーキングやガバ
ナンデータを追加することで、テゾスブロックエ
クスプローラーであるtezblockの改善を続けて
います。 

ドイツを拠点として活動するアレックス・アイヒ
ホルンには、テゾスブロックエクスプローラーの
TzStatsならびに基盤となるブロックチェーンイ
ンデクサーであるtzindexの開発を促進する追加
助成金が交付されました。TzStatsを使用すると、
ユーザーは将来のプロトコルアップグレードへの
コンプライアンスを確保できるだけでなく、今後
のテゾスベース資産(トークン)を追跡することも
できます。直近に行われたAPIのアップグレードで
は、チェーンの暗黙的なイベント、コントラクトイ
ンターフェイスのハッシュ、エントリポイントのフィ
ルターと統計などの機能が追加されました。 

Attic Labはウクライナを拠点として、テゾスのブ
ロックエクスプローラーであるTezTrackerの開
発と改良に携わっています。既存の効率的な公開
インデクサーを利用して、このブロックエクスプロ
ーラーのバックエンドとフロントエンドを構築し、
展開するために、助成金は使用されます。

テゾスコミュニティは非
常に協力的で、分散型
製品を増やしたいという 
共通の思いに突き動か
されています。
アレックス・アイヒホルン 

Baking Bad、ロブ・ウィトフ

“
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スマートコントラクト開発 

テゾスは、組織レベルのスマートコントラクトを
サポートしています。テゾス財団は、テゾススマー
トコントラクト開発とそれに続くアプリケーショ
ンの参入ハードルを下げるためのツールに資金
を提供しています。

Agile Venturesはチェコのコンサルティンググル
ープで、2016年以降は社内に設けられたソフトウ
ェア開発チームで数多くのテゾスプロジェクトを
手がけています。現在、同社は複数件の助成金を
受給しています。Agile VenturesチームはTaaSの
開発を継続し、GraphQL APIエンドポイントを公
開するオープンソースソリューションの無料インス
タンスを提供します。

開発中の製品リストのほかに、Baking Badはデ
ジタル証券（「セキュリティトークン」）やその他の
テゾス資産基準にさまざまなアトミックスワップ
実装を提供する柔軟なプログラムモジュール集
Atomex STO Gateも手掛けています。

ダイラムダは日本を拠点とする開発チームで、助
成金を形式メソッドで高品質のスマートコントラ
クトを開発するための資金として利用します。将
来的には助成プロジェクトの一環として、Typical 
Smart Contracts (TSC)エージェンシーのコンセ
プトを確立し、そのようなプラットフォームのため
にオープンソースのプロトタイプを構築すること
を目指しています。プラットフォームのウェブアプ
リケーションでは、ユーザーが数多くのテンプレー
トのなから適切なものを選んでスマートコントラ

クトを作成できます。ユーザーの作業を助けるた
めに、分かりやすく直感的に操作できるウィザー
ドが用意されています。

高麗大学校は約3万人の学生数を誇り、韓国
で最も長い歴史をもつ大学の一つです。コン
ピュータサイエンス学部助教授のHakjoo Oh
は、Michelsonで書かれたスマートコントラクトの
完全性を全自動で検証し、テストするツールの開
発に取り組んでいますが、その取り組みを支援す
るために助成金が交付されました。

Mi-Cho-Coqは、Coqインタラクティブ定理証明
器を使用するMichelsonの仕様です。Michelson
の構文とセマンティクスの正式な仕様と、スマー
トコントラクトを検証するためのフレームワーク
を提供します。Mi-Cho-CoqはNomadic Labsが
管理しています。

フランスを拠点として活動するギリェム・リュー
は、Patreonのような従来のクラウドファンディン
グプラットフォームを置き換えるテゾスベースのプ
ラットフォームの開発を目標に、PeerPatronプラ
ットフォーム及び関連のオープンソースツールの
研究に取り組んでいます。DAppsやスマートコン
トラクトのテンプレートをリリースし、チュートリア
ルや説明書類一式を整備することも、プロジェク
トの内容に含まれています。

Runtime Verificationは米国に拠点を置き、ラ
ンタイム検証ベースの手法を使用してソフトウェ
アの安全性、信頼性、正確性を向上させる開発に
取り組んでいる会社です。Kフレームワークでの
Michelsonの形式セマンティクスを開発するとい
う前段階のテゾスプロジェクトを終え、Runtime 
Verificationは現在、Michelsonの形式検証フレ
ームワークの作成に取り組んでいます。その一環
として、記号単体テストのケースを取り扱うため
に、既存の単体テストフレームワークを拡張して
いく予定です。 

オーストリアに拠点を置くTulipToolsでは、創業
者のヨハン・タンツァー自らが指揮を執ってTplus
の開発を進めています。テゾス環境（サンドボッ
クスやパブリックノード）の容易な管理を開発者
に可能にするツールとしてTplusを提供すること
で、テゾス関連の開発ハードルを下げるのが狙
いです。同社に交付された助成金は、現存のオー
プンソースプロジェクトやライブラリをTplusに
組み込み、UI/UXを改善し、コミュニティにおける
Tplusの利用普及を促すために使用されます。

G. ニコラス・ダンドレア
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Tezsureはインドを拠点として、主にDeFiアプリ
ケーション用のテゾスツールを作成する活動に取
り組んでいます。高度な機能の実装、チュートリア
ルと解説ビデオの作成、および例示的なスマート
コントラクトテンプレートの追加により、Tezsure
チームがテゾス開発のテストツールTezsterを引
き続き構築していくためにこの助成金が活用さ
れます。

世界トップクラスの開発環境を提供するTruffle 
Suiteの開発元は米国のTruffle Blockchain 
Groupであり、このツールを使う開発者によるテ
ゾスでのアプリケーション作成を容易化するため
に、同社に助成金が交付されました。このコラボ
レーションにより、Truffleが初めてテゾスのブロ
ックチェーンに対応し、特にLIGO言語を統合しま
した。これで参入へのハードルが下がり、アクセス
可能な1か所からテゾス開発者が業界をリードす
るさまざまなツールを提供でき、テゾスアプリケ
ーション開発の効率化につながります。プロジェ
クトの第2フェーズでは、Truffleチームはテゾスへ
の対応をさらに推し進め、LIGOの他にもSmart-
Py言語をサポートしていきます。また、概念実証
段階にあるテゾス流ブロックチェーンのGanache
を開発することで、テゾスのオペレーションと取
引をシームレスにシミュレートすることを開発者
に可能にすることを目指しています。

インフラ 

インフラは、活発なブロックチェーンエコシステ
ムに不可欠です。テゾスの場合、ファイナンシャル
プリミティブスや資産基準などの重要なインフラ
を構築するプロジェクトにより、開発者はこれら
の公共財を使ってテゾス上で新しいアプリケーシ
ョンを作りやすくなります。 

Agile Venturesはコンサルティンググループ
で、2016年以降は社内に設けられたソフトウェア
開発チームで数多くのテゾスプロジェクトを手が
けています。最近のプロジェクトのなかでは、テゾ
スAPIエンドポイントコレクションのTezosLive.io
の開発が特筆されます。Tezos Domainsの調査
フェーズ（Tezos Agoraの一連の投稿を参照）に
続き、Agile Venturesチームはテゾステストネット
上でTezos Domains dAppの機能的プロトタイ
プとスマートコントラクトを実装します。その際、
サンプルウォレットを統合するとともに、クライア
ントがTezos Domainsでデータクエリを実行で
きるようなGraphQLエンドポイントを設計しま
す。Tezos Domainsが目指しているのは、分散型
ネームサービスの提供です。それにより、テゾスエ
コシステム内でユーザーは「alice.tez」のように
人間が読めるドメイン名を使用し、それをテゾス
アドレスなどの機械可読な識別子に割り当てる（
マッピング）ことができるようになります。

Anyblock Analyticsはドイツのブロックチェー
ンソリューション・プロバイダーで、ビジネスプロ
セスとブロックチェーンを統合するためのコン
サルティング、ツール、データを提供しています。
同社の主力製品であるのが、ブロックチェーンデ
ータの検索、処理、分析ツールAnyblock Index
です。そして、このインデクサーにテゾスブロック
チェーンを加える開発作業に対して、助成金が
交付されました。それによって、コミュニティが
Elasticsearch DSLとSQLにより無料でクエリを
実行できるようにします。

追求しているのはスマートコ
ントラクト・プラットフォーム
のあるべき姿。テゾスでその
可能性を試し、イノベーション
につなげたい。
ヨハン・タンツァー

“
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Baking Badはロシアを拠点とする開発チーム
で、BetterCallDevの開発・改良に取り組んでい
ます。その開発の一環として、テゾス開発者のた
めに分散型GitHubデポジトリのBetterCallDev-
Hubを作成し、運用グレードのCI/CDのパイプラ
インを構築しています。これらのプロジェクトを支
援するために、テゾス財団は同社に助成金を交
付しています。

アイルランド企業のBlockdaemonは、開発
者と企業にブロックチェーンインフラストラ
クチャとノード管理サービスを提供していま
す。Blockdaemonチームは、この助成金を活用
し、テゾスノードのダウンロード、構成、実行が可
能なCLIベースのアプリケーションを作成しまし
た。アプリケーションはプラグインベースである
ため、さまざまな使用に合わせて簡単に拡張で
きます。 

camlCaseは分散型ファイナンス（DeFi）の開
発と教育を主な業務分野とする米国企業です。
分散型取引所のDexterとモバイルウォレットの
Magmaを立ち上げ、維持するという同社の業
務を促進するために、助成金が交付されまし
た。MagmaにはiOS版とAndroid版の両方があ
り、デフォルトでDexterに対応しています。財団の
助成金は、これら二つのソリューションの開発、ロ
ーンチ、保守、チュートリアル整備に充てられるほ
か、Tezos RPCとのインターフェースであるRea-
sonML Tezos SDKのリリースに使用されます。 

CatsigmaはMichelsonのビジュアライザである
Misualizerの開発を手がけています。Catsigma
に交付された助成金は、Michelsonスマート
コントラクトの動作と内部トランザクションを
視覚化するツールの構築に使用されます。現
在、Nomadic Labsチームとの協力のもとにプロ
ジェクトの開発が進められています。

Cryptonomicはインフラ・ソリューションの構築
を手がけている米国企業です。高度に分散化さ
れたコンソーシアムアプリケーションに対応する
ツールやスマートコントラクトを提供しています。
同社に付与された助成金は、Chainlinkを使用し
てテゾス上でオラクルのサービスを開発する業務
に当てられます。そのなかで現行の保守業務やコ
ミュニティへの働きかけもサポートし、Arronaxブ
ロックエクスプローラーなどの既存プロジェクト
の改良を促進します。

Dsent AGはテゾス上で構築されるトークン発行
プラットフォーム「tokengate.io」を開発するスイ
ス企業です。同プラットフォームではテゾストーク
ンでの支払いも取り扱われます。この製品は、ト
ークン化（暗号化）の利用を検討する銀行などの
法人客をターゲットにしています。同社に付与さ
れた助成金は、トークンウォレット生成ツールを
構築し、トークン規格FA2をトークンゲイトのプラ
ットフォームに統合するのに使用されます。

ECAD Labsはソフトウェア開発、システムエンジ
ニアリング、オープンソース開発、およびサポー
トの領域におけるプロジェクトを提供、管理して
いるカナダ企業です。ECAD Labsは、テゾス用の
Grafanaデータソースプラグインを開発し、テゾ
スのリモート署名者Signatoryを改善するため
の助成金を受給しました。ECAD Labsは、テゾス
上の開発に適したTypeScriptライブラリとして
Taquitoの開発にも関与し、Nomadic Labsのテ
ゾスインデクサ・ライブラリを普及させるために
必要な改良にも関わっています。

Figment NetworksはWeb3ソリューションを
開発するカナダ企業です。同社の狙いは、テゾス
アプリケーションを開発するソフトウェアエンジ
ニアのために、よりシームレスなエクスペリエン
スを実現することにあります。テゾスをHubble 
Web 3エクスプローラーに統合する開発を進め
るために、助成金は付与されました。このエクス
プローラーは、テゾスエコシステムに高水準の分
析、アラート、ガバナンスツールを提供します。開
発者がAPIを介してテゾスブロックチェーンのデ
ータに容易にアクセスできるフルノードをサービ
スとして提供するのがData Hubですが、同社は
それへのテゾス統合を今後も進めていきます。

Finoaはデジタル資産ファイナンスサービスの構
築を手がけるドイツ企業です。同社はテゾスネッ
トワークを関連のインフラストラクチャに統合す
る作業を進めていますが、そのなかでテゾスなら
びにテゾスベースのデジタル資産を安全にベー
クし、保護すること、またDeFiエコシステムへの安
全なアクセスを提供することに配慮しています。

テゾスには素晴らしい開発者
コミュニティがあります。それ
には大いに触発されるし、ア
イデア共有の意欲をかき立て
られます。 
Baking Bad

“
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LIGOチームはフランスを拠点としてLIGOプロ
ジェクトの開発を手掛け、このツールの採用と
対応を広げていくことを目指しています。LIGO
は、Michelsonで作成したものに比べて使いや
すいスマートコントラクト言語で大型コントラク
トの開発向けに設計されました。LIGOは命令型
言語で、これで書いたものはコンパイルされてク
リーンなMichelsonコードに変換されます。同社
に交付された助成金は、シンタクス、セマンティ
クス、型システム、コンパイラ自体の開発を含め
る、LIGOの継続的な改良開発に使用されます。 

米国に拠点を置くMagic Labs（旧Fortmatic）
は、自社のホワイトレーベルSDKでのテゾス対応
を開始しました。それによりテゾスベースのアプリ
へのパスワードレス認証ウォレットコネクタが実
装可能となり、アプリのUXが大きく向上します。同
社に付与された助成金は、テゾスでの統合をサ
ポートするためのインフラ、プラットフォーム、フロ
ントエンド側の開発に使用されます。

MIDL.devはエストニアを拠点として、テゾスの
インフラストラクチャツールを使ったオープンソー
ススイーツを構築するためのステーキングをサー
ビスソリューションとして提供しています。同社は
インフラストラクチャを構築するソリューションを
定額で提供しているので、顧客による直接的なス
テーキングが可能になります。交付された助成金
で、MIDL.devは完全な銀行取引インフラを複製
可能かつ安全にコードとして実装するプロセスを
簡易化する開発を進めます。それによって、意欲
的なテゾスベーカーの参入障壁を低くするのが
狙いです。

OCTO Technologyは、Accenture Digitalに属
するフランスのコンサルティングおよびIT導入会
社です。今期新たに付与された助成金で、同社は
テゾスネットワークへのHTTP APIのTezos Link
プロジェクトを引き続き進めていきます。助成プ
ロジェクトの一環として、アーキテクチャの改善、
セキュリティの強化、テストネットの処理が進めら
れるほか、ノード拡張性を改善するなどの技術的
な改良が行われます。同社はデジタル集金が可
能なマーケットプレイスを構築するためのオープ
ンソース・ボイラープレートTezos Landの開発を
手がけていますが、その取り組みにも助成金が使
用されます。

スイスに拠点を置くPapers/AirGapチームは、他
のテゾス開発チームと協力して、ユーザーがブラ
ウザを介してTezosベースのアプリケーションと
対話できるウォレットインタラクション標準を作成
します。この標準を使用して、すべてのアプリケー
ション開発者が一般的な実装を介してウォレット
を簡単に組み込めるようにするブラウザ拡張ビー
コンを開発することに成功しました。

Dream Wayはトルコを拠点として、小売店やネッ
ト通販業者へのテゾストークンの普及を推進す
る開発を手がけています。Payzosはユーザーが
オンラインショップでテゾスを支払通貨として設
定できるようにする電子商取引プラットフォーム
用プラグイン一式です。その改良開発を進めるた
めに、助成金が付与されました。

SkillZはフランスを拠点とするブロックチェーン
会社で、運用準備の整ったエンタープライズグレ
ードのインフラを企業に使用しやすくするための
開発を進めています。この目標に歩調を合わせる
形で、当財団は同社に助成金を交付し、テゾスを
SkillZのプラットフォームに統合する開発を支援
しています。それが実現すれば、クライアントはマ
ルチクラウド・インフラでテゾスノードを利用、管
理することが可能となり、業界での普及とコミュ
ニティ内でのコラボレーションが促進されます。 

Smart Chain ArenaはSmartPyの開発元と
なる米国企業です。同社に交付された助成金
は、Chainlinkを使ってテゾスのブロックチェー
ン上でオラクルサービスに対応する技術を開
発するのに使用されます。さらには、Chainlink
とCryptonomicとの協力のもとに、コントラクト

（LinkToken、オラクル、クライアント）の開発を
手がけています。Smart Chain ArenaはLedger 
Nano対応のための統合を進めるほか、オリジネ
ーションやスマートコントラクト取引にSmartPy
エクスプローラーで直接署名するなどのウォレッ
ト機能を強化しています。また、ユーザーにより署
名される取引に関する必要な情報がすべて完全
に開示されるように、取引やハッシュを表示する
独立したツールの開発なども進めています。
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Taurus Groupは、デジタル資産の取引、投資、
保護向けの次世代プラットフォームを構築するス
イスの金融サービス会社です。Taurusは、暗号通
貨を保管するスイスの大手B2Bサービスプロバイ
ダー（企業間）でもあります。Taurusはテゾスを推
奨ブロックチェーンと位置づけ、自社のプラットフ
ォーム上のデジタル証券発行のためのブロックチ
ェーンとしてテゾスを統合していきます。Taurus
は、ヨーロッパの金融機関とのデジタル証券プロ
ジェクトを可能にし、テゾスベースのデジタル資
産への追加アクセスを提供します。 

米国に拠点を置くキーファー・テイラーは、テゾス
用のSwift SDKであるTezosKitの開発者です。交
付された助成金はTezosKitの改良開発に使用さ
れますが、BabylonとCarthageのプロトコルアッ
プグレードとの互換性、モバイルでの安全な鍵ス
トレージの構築、独立した外部セキュリティ監査
を通じたTezosKitの製品化なども、助成内容に
含まれます。 

Tezos-nodesはロシアを拠点として、テゾスベ
ーカーのサービス格付けを提供しています。同社
に交付された助成金は、サービスを向上し、非公
開のベーカーのノードパフォーマンス状態を監視
し、iOS版とAndroid版のモバイルアプリを作成
するのに使用されます。

フランス人開発者のピエール・ジュネーブが開発
を進めているTezQueryは、テゾスブロックチェー
ンのグラフ構造上でSQLクエリだけでなく、強力な

（再帰的）クエリも評価するクエリエンジンです。 

TQ Tezosは、企業と開発者向けのテゾスベース
のソルーション、およびオープンソースソフトウェ
アを開発する技術チームを備えています。開発中
のさまざまな製品の中で、TQ Tezosは他のテゾ
ス開発者と協力して、幅広いトークンタイプ（たと
えば、交換可能、非真偽可能、譲渡不可）の両方
をサポートする統合トークンコントラクトインター
フェースの標準およびマルチアセットコントラクト
の開発を指揮しています。

アプリケーション

エンドユーザーアプリケーションは、テゾスの導
入とそのエコシステムの成長促進に役立ちます。
当財団は、テゾスベースのさまざまな実例に沿っ
たアプリケーションを作成するプロジェクトに助
成金を交付しています。

Blockcurators GmbHは、主にブロック
チェーンと暗号通貨を手がけるドイツのソ
フトウェア開発会社です。交付された助成
金は、テゾスを同社のCoinkit Tipbotに
統合するための開発に使用されます。そし
て、Twitter、Discord、Slack、Telegramなどのプ
ラットフォームの種類を問わず、ボットによりtez（
テゾストークン）でのチッピング（投げ銭）を可能
にするために必要となるサポートを提供してい
きます。

Ejaraは、アフリカ市場に特化した、暗号通貨とト
ークン資産をサポートするモバイルアプリケーシ
ョンです。Ejaraを開発したNzinghaa Labはカメ
ルーンを拠点とする開発チームですが、交付され
た助成金を活用して、スマートコントラクトを開発
して製品に統合し、安全なウォレットバックアップ
とキーリカバリー、ビットコイン・テゾスのアトミッ
クスワップ、およびテゾスのクロスチェーンキー登
録とリカバリーシステムを実現します。

フランス企業のElectisは、多数決・投票向けのテ
クノロジーの新しい利用促進を目指す非営利団
体で、ブロックチェーンと特定の投票プロジェクト
に関する特別な専門知識を備えています。交付さ
れた助成金を使用して、Ekectisチームはテゾス
ベースの電子投票アプリを継続的に開発し、プロ
ジェクトに参加する世界20校以上の大学のコミ
ュニティを支援していきます。

ジャコブ・アーラック、アドリアン・ブリンク
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hicetnunc2000は、ブラジルのテゾス開発者ラフ
ァエル・リマが経営するブラジルの会社です。主に
eスポーツコミュニティに向けて、ユーザーがクラ
ウドファンディングや電子投票に参加できるよう
な開発を進めています。交付された助成金は、こ
のシステムを実現するためのアプリをテゾス上で
構築し、ローンチするために使われます。それに
伴い必要となるマーケティングキャンペーン、レフ
ァレンス、説明書類一式の作成なども、助成内容
に含まれます。

eth2tezに加えて、Madfish Solutionsは次のイ
ンフラストラクチャを構築するために助成金の交
付を受けました。1）QuipuSwap - 安全で分散化
された検閲耐性のある方法で、テゾス上のトーク
ン/資産のシームレスな交換を可能にするプロト
コル。2）Thanos - さまざまなテゾスのアセット標
準、dApp、エクスプローラーなどの統合サポート
を備えたユーザーエクスペリエンス（UX）に焦点
を当てたフル機能のウォレット。

Tezos reward distributorは米国で開発され
たベーキング報酬分配アプリですが、この種のア
プリとしてはテゾスベーカーの間で最も普及して
いるものの一つです。交付された助成金は、この
ツールの改良開発、フィーチャーリクエストの実
装、バグの修正、将来的なテゾスプロトコル・アッ
プグレードのサポートに使用されます。
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コミュニティ助成金

テゾスはデジタルコモンウェルスとなることを意図して作られました。プロトコ
ルは、検閲への耐性がある（ネットワークを潰すことが実質不可能）トランザク
ション、証拠証明ベースのコンセンサスアルゴリズム、および統合されたガバナ
ンス体系を通じたコミュニティにおける個々のメンバーの支援を意図して作成
されました。協調的でオープンなグローバルコミュニティを目指してこの設計
が選ばれました。テゾス財団は、世界中のコミュニティが成功への必要なサポ
ートを得られるように、コミュニティの開発、イベント、およびテゾスエコシステ
ム成長に取り組む団体に資金を提供しています。

合計: USD 6.8 M
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New Vector Limitedはイギリスを拠点として、
チャットアプリのriot.imを含めた、安全性の高い
分散型コミュニケーション・インフラを構築してい
ます。交付された助成金で、同社はテゾスRiot/
Elementチャネルをテゾスコミュニティ向けのセ
ルフホスト型専用インフラとして確立することを
目指しています。

Norn Community’sのTezosNotifierBotは、ト
ランザクション、委譲、不足しているブロックの承
認、ダブルベーキングなど、テゾスブロックチェー
ン上のさまざまなイベントを監視するために使
用される人気のあるテレグラムボットです。 この
助成金により、Nornコミュニティはテレグラム向
け@TezosNotifierBot およびボットを改善・拡張
し、他の通知チャネルもサポートしていきます。

Reason Associationは、ReasonMLおよび
OCamlプログラミング言語の実用的な研究、
開発、およびプロモーションに焦点を当てた
非営利団体です。この助成金により、Reason 
AssociationのReasonMLコミュニティ成長を支
援します。より効果的な学習教材とツールをリリ
ースし、Tezos関連のコンテンツとリソースを作
成して、ReasonMLコミュニティのより多くのメン
バーのテゾスエコシステムへの参加促進に寄与
します。

Tezos Brazilはビジネス、製品、コミュニティの開
発に関わるチームです。これらのイニシアチブを
通じて、Tezos Brazilは、ブラジルにおいてテゾス
プロジェクトとエコシステムの導入と成長を促進
しています。

Tezos Chinaは中華圏のコミュニティでテゾスプ
ロジェクトを推進しています。助成金の主な使用
目的としては、統合グローバルポータルの設計、
オンラインコミュニティの構築、ミーティングの主
催、中華圏の大学間連携などが挙げられます。

Tezos Commonsは、草の根コミュニティの利益
組織を目的とした北米の非営利財団です。Tezos 
Commonsは、コミュニティの構築、教育、プロモ
ーション、およびコラボレーション型のオープンソ
ースソフトウェアイニシアチブ向けのプログラム
を提供しています。2018年に設立されたTezos 
Commonsは、デジタルコモンウェルスの構築に
特化したアイデア、個人、組織をサポートしてい
ます。

ドバイにあるTezos Gulf Technologiesは、UAE
及び中東を中心に活動しています。助成金は活
動拠点に企業を設立し、この地域におけるエコシ
ステムの発展を支援するのに使用されます。その
ために、中東全域のテクノロジーハブと提携し、
官民連携を進めるために積極的に働きかけてい
きます。
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ベルリン（ドイツ）にあるTezos Hub GmbHは、
ブロックチェーンアプリケーションの分野を中心
に活動しています。担当地域におけるコミュニテ
ィを活性化し、ワークショップなどのイベントを企
画し、産業界における普及を後押ししていきます。 

Tezos Indiaは、テゾス使用を望む個人や組織を
支援することで、世界最大のデモクラシーを支え
ています。テゾス開発者のコミュニティを成長さ
せ、ワークショップ、ミートアップ、ハッカソンを通
じてインドのテゾスプロジェクトを押し進めるこ
とを目標としています。

Tezos Israelは、イスラエルのテゾスエコシス
テムの教育、訓練、成長を使命とする団体で
す。Tezos Israelの活動は、スタートアップ、企業、
およびさまざまな政府機関と協力し、テゾスでプ
ロジェクトを実現することの潜在的な利点を紹
介することで、技術開発とビジネス開発を行うこ
とに焦点を当てています。

Tezos Japanは、企業活動、エンジニアリング業
務、および日本のテゾスコミュニティのサポート
に焦点を当てた非営利組織です。Tezos Japan
は、様々な規模の企業と連携し、技術教育セミナ
ーを開催し、地域全体でコミュニティ主導のイベ
ントを開催しています。

Tezos Koreaは、韓国の大学と協力してイベント
を主催し、教育を提供し、技術開発をサポートす
る非営利組織です。Tezos Koreaは、ビジネスコ
ンサルティングを担当し、韓国でのテゾス導入を
進めています。

Tezos Ukraineは、ウクライナのブロックチェー
ン支持者と長年のテゾスコミュニティメンバーが
運営する非営利団体です。ウクライナとCIS（独立
国家共同体）地域でのテゾスプロジェクトの成長
発展を促進することを使命としています。

Tezos West Africaはカメルーンを拠点として、
西アフリカにおけるテゾスエコシステムの発展に
取り組んでいます。交付された助成金はコミュニ
ティの構築に使われ、そのなかで現地の開発者
に対して初歩的なテゾストレーニングを体系的に
提供していきます。

Tezos.helpは、新メンバーをテゾスコミュニティ
に参加させ、さまざまなテゾスリソースの活発な
リポジトリとして機能させるために、クラス・ハリ
ソンが2017年に創立した団体です。このプロジェ
クトの一環として、クラスは元のTezos.help Web
サイトを、関連するすべてのテゾスエコシステムプ
ロジェクトとリソースする完全かつ自立的なライ
ブラリに拡大しました。

TQ Tezosは、ニューヨーク市に拠点を置く組織
で、テゾスの導入と認知度の向上に焦点を当てて
います。企業と開発者向けのテゾスベースのソリ
ューションとオープンソースソフトウェアの作成の
他、ビジネス開発、スタートアップ企業や既存企
業が興味深いユースケースに対してテゾスを導
入するのを支援し、マーケティングやイベントやエ
コシステム開発の取り組みで他のテゾス組織や
コミュニティメンバーと緊密に連携します。

TZ APAC Pte. Ltd.はシンガポールを拠点に置
くチームで、アジア太平洋地域全体におけるテゾ
スブロックチェーンの普及を主眼として活動して
います。アジア大陸のなかで西はインドから東は
韓国までをカバーするエリアを担当しています。
主に担当地域での大規模な活用を促すプロジェ
クトを進めていますが、画期的なユースケースに
関連したアプリやインフラを構築するために各国
の政府、企業、開発者と直接、協力しています。TZ 
APACの活動の主眼は、地域のなかからテゾスエ
コシステムの開発に貢献する開発チームを見い
出し、戦力として活用することです。



産業への
活用
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産業への活用 – 
協業の推進

テゾス財団は、テゾスプロトコルを使って製品を設計する企業や団
体を支援しています。そのような支援のなかで特に重視しているの
が、協力する企業・団体のテクノロジーへの理解を深め、どのテクノ
ロジーアプリが重要になるのかを見極めることです。また、必要に応
じて、あるいはメリットが認められれば、プロジェクトに資金供給を
行います。
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デジタル証券 

マンチェスター（英国）の不動産開発大手Alli-
anceは、5億英ポンドの不動産をトークン化し、
さらにtZeroならびにデジタル証券アドバイザリ
ーブティックのMegadolonとマンチェスター中
心部で最初のデジタル証券プロジェクト「River 
Plaza」で提携することを発表しました。

Andra Capitalのオープンエンド型投資信託で
あるSilicon Valley Coinは、テゾスベースの取引
可能なデジタル証券です。ブロックチェーンテクノ
ロジーを使用して、従来のベンチャーキャピタル
投資の型を打ち破ります。この投資信託が投資す
るのは、5億米ドル以上の価値の世界クラスのベ
ンチャーキャピタルに支えられ業界をリードする、
後期段階の大手民間テクノロジー企業です。

Reit BZは、中南米最大の投資銀行BTG Pactual
が後ろ盾となっているブラジルのプロジェクトで
す。Reit BZ (RBZ)と呼ばれるセキュリティトー
クンを使って、国外投資家は成長し続けるブラ
ジル不動産市場にアクセスできるようになりま
す。RBZトークンは、主にサンパウロやリオデジャ
ネイロのディストレスト不動産資産に支えられて
います。株主に対する配当支払いのように、RBZト
ークンの所有者には前述のディストレスト不動産
資産の価格回復から定期的に配当が支払われま
す。RBZのセキュリティトークンでは、テゾスがデ
フォルトのブロックチェーンとなっています。

Fundament Groupはベルリンを拠点として、
エンドユーザーへの流通チャネルを含めたデジ
タル証券のインフラを構築しています。テゾスは
Fundament製品向けのデフォルトのブロックチ
ェーンです。

Globacapは、ロンドンを拠点とする大手デジタ
ル証券の発行および管理プラットフォームで、英
国のFCA（Financial Conduct Authority）の監督
下にあります。Globacapは、多くのデジタル証券
取引所のパートナーでもあり、ブロックチェーンベ
ースのデジタル証券の流通市場を提供していま
す。Globacapを介して発行されるの優先基盤ブ
ロックチェーンとしてテゾスが上がっています。

StakerDaoは分散型の金融資産管理プラットフ
ォームで、法令に則った安全な資産管理を可能に
します。2020年中頃にローンチされたSTKRトー
クンはテゾスブロックチェーンを使用しており、プ
ロポーザルの提出、議論、投票、実装にFA1.2トー
クン規格を採用しています。

Taurus Groupはデジタル資産の取引、投資、保
護のプラットフォームを構築するスイスの金融サ
ービス会社です。また、暗号通貨を保管するスイ
スのB2Bサービスプロバイダー（企業間）でもあ
ります。Taurusはテゾスをブロックチェーンテクノ
ロジーのパートナーとして推奨しています。

Vertaloは、ブロックチェーンテクノロジーを使用
してデジタルアセットエコノミーを接続および有
効化するキャップテーブル、コンプライアンス、投
資家向けのプラットフォームです。Vertaloは、SEC
に登録された証券代行エージェントとして、民間
企業、ブローカーディーラー、投資家の資産管理
を継続的にサポートし、顧客向けの標準ブロック
チェーンとしてテゾスを使用します。

スマートコントラクトの
形式検証を適用したテ
ゾスプロトコルは堅牢性
に優れ、産業界のパート
ナーからもその実装を
求める声が高い
Taurus

“
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決済

Baanxは、ウォレットやペイメントレールなどのモ
バイルバンキングアプリケーション向け専有技術
プラットフォームを開発し、サードパーティのディ
ストリビューターとして運営しています。Baanxは
英国で電子マネーライセンスを保持しています。
コア製品は、Baanxの分散型暗号通貨バンキン
グ、為替、および支払いシステムのホワイトラベル
業務です。Baanx製品の中には、すでに30か国で
発行されている、物理的なカードおよび仮想VISA
デビットカードオプションを備えた暗号通貨モバ
イル決済アプリも含まれています。テゾスは支払
通貨として統合されます。

デジタル資産プラットフォーム

Bitcoin Suisseは、XTZのステーキングとデリゲ
ートのオプションも含めた、テゾスの保管ソリュー
ションを提供しています。さらに、同社はFA1.2 ト
ークン規格に基づいたtzBTCトークンの発行をサ
ポートし、子会社のSwiss Crypto Tokens AGを
通じてビットコイン保管を管理する鍵保有グルー
プの一部を構成しています。 

また、前回の半期更新活動報告書で予告したよ
うに、Elevated Returnsは、テゾスを基盤ブロッ
クチェーンとして使用したAlpha Pointでビルト
されたERX（Elevated Returns取引所）をローン
チしました。取引所はタイ証券取引所（SEC）の承
認を既に受け、今後、投資家に投資トークン売買
の場を提供することになります。

Securitizeは、ファンド、株式、債券、不動産など
を対象にしたデジタル証券作成に信頼できるグ
ローバルソリューションを提供するプラットフォ
ームです。Securitizeは自社の製品にテゾスを組
み込んで、世界中の発行者が利用できるようにし
ます。
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テゾス  
エコシステムの 
世界地図

助成金 
期間中のアクティブな助成金

戦略パートナー 
2020年7月31日現在の 
戦略パートナー

パブリックベーカー
2020年8月6日現在、mytezosbaker.com



ファイナンシャル
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過去6か月の間にテゾスエコシステムは大きな成長を遂げました。財団の金融活動を見
れば、その成長は明らかです。ここ6か月の間に、金融機能で実行された、暗号通貨での
取引を含める主要な不換通貨（fiat）の支払件数は5千件を越えました。さらに、財団の事
業活動の指標となる元帳の数は1万5千件以上に増えました。このような著しい成長に伴
い、財団に課せられる会計要件はいっそう厳しくなっています。2020年6月、2019年度会
計についてPricewaterhouseCoopersによる外部監査を受け、無事に終了しました。今
回で監査実施は3度目になります。今回、現地の会計基準に基づく法定財務諸表ならび
に中小企業向け国際財務報告基準（IFRS for SMEs）に基づく連結財務諸表が監査の対
象となりました。

テゾス財団は「ビッグ4」の監査機関の監査を受けている唯一の大手ブロックチェーンで
す。慣習ならびにスイスの法的義務に従い、監査報告書をスイス連邦財団監督機関に提
出しました。重要な暗号通貨を保有している組織のなかで、無限定適正監査レポートを
受ける希少な存在となる – 当財団はその目標を達成できたことを誇らしく思います。 

テゾスプロジェクトとエコシステム促進ためのリソースを最も効率よく提供できるように、
テゾス財団はその有効性、効率、透明性を継続的に改善しています。テゾス財団にとって
助成金付与のプロセスはリソース配分の鍵を担うものなので、今後も助成金関連のプロ
セスの合理化を進めていきます。

ファイナンシャル
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2020年7月31日時点の保有資産の市場価値はUSD 751 M（参考：2020年1月31日時
点の資産USD 635 M）です。テゾス財団の暗号通貨資産は主にBitcoin (BTC)とTezos 
(XTZ)で保有され、複数の安全な保管ソリューションで管理されています。XTZについて、
当財団はジェネシスブロックの配分や関連ベーキング報酬を現金化する予定はありませ
ん。

テゾス財団は自己の流動性ニーズに適切に対応するため、スイスの銀行に債券、ETF、
コモディティなどの流動資産を保有し、リスクに配慮した多様なポートフォリオを保有し
ています。さらに、管轄区の複数銀行から認可を受けています。USDで73%、EURで12%
、CHFで12%、GBPとSGDで3%です。その他の資産は、主に戦略的株式、負債投資、また
はイーサリアムのような暗号通貨です。 

（百万米ドル） 2020年7月31日 %  2020年1月31日 %

現金 (fiat) 53 7% 51 8%

Bitcoin (BTC) 278 37% 298 47%

Tezos (XTZ) 262 35% 146 23%

安定化基金 105 14% 102 16%

その他の投資 53 7% 38 6%

資産の市場価値 751 635

主要な指標データ



ガバナンス
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テゾスコミュニティのテゾス財団の組織とガバナンスに関する透明性向上のた
めに、テゾス財団の組織の機能と責任を以下に示します。

テゾス財団の 
理事会と委員会

監査委員会
監査委員会は、財務諸表や税務など財団の財務
報告および事業報告を監視する組織です。監査プ
ロセスには、財団の法定監査人（PwCスイス）の
活動、妥当性、有効性の確認があります。

投資委員会
投資委員会（ＩＣ）は、通常の助成金や通常の資
産管理以外のあらゆる財団の投資について、財
団理事会と執行委員会に推奨とアドバイスを行
う組織です。

技術諮問委員会
技術諮問委員会（TAC）は、テゾスプロトコルのす
べての技術的問題について、財団理事会と執行
委員会に勧告と助言を提供するために設立され
た組織です。TACにはテゾスコミュニティの外部
委員が含まれます。

指名・報酬委員会
財団理事会は最近、新会員を評価し財団理事会
に提案する指名委員会を設置しました。また、財
団の報酬モデルを定期的に評価することも同委
員会の任務です。将来のガバナンス構造の詳細
については、テゾス財団のウェブサイトの「ニュー
ス」をご参照ください。

財団理事会
理事会は、財団とその資産の管理と運営、および
財団の戦略決定における包括的責任を負いま
す。その憲章に従い、財団理事会は運営および資
産管理の任務を財団の執行委員会に委任してい
ます。財団理事会は、自らで理事を任命し、構成し
ます。現在、財団の理事長を含む6人の理事で構
成されています。

執行委員会
執行委員会は、財団の運営および資産管理の任
務を財団理事会から委任されています。さらに、
執行委員会は理事会の決議を実施し、財団の目
的を促進する投資決定に対して一定の責任を有
しています。



財団理事会
テゾス財団理事会は、テゾスプロトコルとエコシステムをサポートするため、テゾス財団
を率いる経験豊富な専門家で構成されています。各理事が、それぞれの分野の専門知識
と見識を提供します。世界中から集まったユニークで経験豊富な理事の全員で理事会を
形成しています。
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フベルトス・トーンハウザー
委員長

フベルトスは、ファミリーオフィスの
支援を受けているVC会社でドバイを
拠点とするハイテク企業ビルダーの
Enableing Futureの共同設立者で
す。また、MENA地域をリードするモ
バイルゲームパブリッシャーBabil 
Games（2016年にスティルフロントグ
ループが買収）を立ち上げた創設者の
一人です。2010年以前は、規制デジタ
ルゲームとカジノの分野で欧州市場を
リードするCsinos Austria Groupで経
営幹部職と取締役を務めました。

アレクシス・ボンテ
財団理事会理事

アレクシスはStillfront Group内の
オンラインゲーム会社eRepublik 
Labsの共同創設者兼CEOで、また
Stillfront GroupのGroupCOOです。
また、Atomicoのベンチャーパートナ
ーでもあり、フランス、スペイン、ポル
トガル、東ヨーロッパへの新規投資に
ついて助言し、ゲーム、ブロックチェー
ン、旅行業界の分野における成長を
促進しています。ルーマニア出身のア
レクシスはヨーロッパビジネススクー
ル（ロンドン）で国際ビジネス・言語
学を修め、名誉学士号（BA Honours 
Degree）を取得しています。

ラース・ハウスマン
財団理事会理事及び監査委員会長

ラースは、Hausmann Treuhand 
AGの企業管理および管理責任者で
す。1999年、Haussmann Treuhand 
AG入社。以来、厳しい複雑な局面も含
めて、会社経営、経営管理、財務の分
野において様々な要職を歴任してきま
した。スイス出身のラースはチューリッ
ヒ大学大学院で経済学を修め、学士
号を取得しています。また、スイス公認
勅許会計士の資格も有しています。

アリス・ロイド=ジョージ
財団理事会理事

アリス・ロイド=ジョージは、創業初期
のベンチャーファンドRogue Capital
の創設パートナーです2013年以降、
ゲーム、ブロックチェーン、機械知能、
コンピュータビジョン、ロボット工学、
仮想現実・拡張現実、NewSpaceなど
の分野における新興技術とインターネ
ット文化にいち早く注目し、それに投
資し続けています。理事に就任する前
は、RRE Venturesのポートフォリオ会
社12社における取締役とオブザーバ
ーを務め、Bridgewater Associates
の投資家、北京とワシントンにある
Brookings Instituteの研究員、Wall 
Street Journalの香港駐在記者など
を務めた経験があります。

ダニエル・マスターズ
財団理事会理事

ダニエルはCoinSharesグループの共
同創立者であり、現在も会長の職にあ
ります。CoinSharesグループは世界の
投資家からの委託を受けて膨大な額
の資産を運用する世界有数のデジタル
資産投資会社です。CoinSharesを立
ち上げる前は、世界初の規制ビットコ
インファンドをローンチし、主に原油
とコモディティを扱う投資企業Global 
Advisorsを創立しました。新たな資産
クラスの開発では30年以上もの実績
をもつダニエルは、デジタル資産エコ
システムで一目置かれる有名人です。
独立する前には、JPモルガンでエネル
ギー＆トレード部門のグローバルヘッ
ドを務めた経験もあります。英国出身
のダニエルは、物理学と統計学の学
位を取得しています。今の時代を生き
るトレーダーのなかでも、石油取引の
成約件数では自分の右に出るものは
ないと自負しています。

マリレーヌ・ミシェルー
財団理事会理事

マリレーヌは、ジュネーブ大学でコンピ
ューターサイエンス修士号を取得した
最初のスイス人女性です。ジュネーブ
大学（情報工学センターCUI）の研究
職員ならびにLandis&Gyrの中央研究
ラボの研究員を務めました。また、ス
イス応用科学大学（HES-SO）でも教
鞭を執り、長年、プログラミングとモデ
リングを専門とする教授でした。その
後、スイス西部の図書館ネットワーク
RERO（4つの大学と6つのスイスの州）
のディレクターに就任。11年間のこの
要職を務めた後、退職しました。2017
年12月、Valais Academic Societyの
共同会長に就任しています。
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財団委員会

執行委員会 

フベルトス・トーンハウザー
財団理事会理事長

（臨時執行委員）

ウルリッヒ・ザウター
顧問弁護士

ローマン・シュニダー
最高財務責任者/オペレーション責任者

投資委員会

フベルトス・トーンハウザー
委員長

デービット・フックス 
EMEA法人活用推進部長

クリス・ローラー 
TQ Tezos共同設立者

アリス・ロイド=ジョージ
財団理事会理事

ウルリッヒ・ザウター
顧問弁護士

ローマン・シュニダー
最高財務責任者/オペレーション責任者

監査委員会

ラース・ハウスマン
委員長

フベルトス・トーンハウザー
財団理事会理事長

指名・ 
報酬委員会

フベルトス・トーンハウザー
委員長

アレクシス・ボンテ
財団理事会理事

ラース・ハウスマン
財団理事会理事

マリレーヌ・ミシェルー
財団理事会理事

技術諮問委員会 

ミシェル・マウニー
委員長

ジェイコブ・アルルク
TQ Tezos共同設立者 

ブルノ・ベルナルド
Nomadic Labsリサーチエンジニア 

エイドリアン・ブリンク
Cryptium Labs共同創設者

ベンジャミン・カノウ
Nomadic Labs最高技術責任者

古瀬 淳 
Tezos Japan財団ディレクター 

フベルトス・トーンハウザー
財団理事会理事長

ロブ・ウィトフ
Polychain Labs最高技術責任者



”

私たちが目指すのは世界中の個人や
団体組織をサポートし、堅牢かつ分散
型のデジタルコモンウェルスを作り出

すことです。



役割
tezos.comでテゾスのプロジェクトに参加しましょう
テゾス財団について詳しくは、tezos.foundationをご覧ください

テゾス財団は、スイス非営利財団です（所在地：Dammstrasse 16,
6300 Zug, Switzerland）。テゾス財団は、スイス連邦内務省に属するスイス連邦財団監督局

（SFSA）の監督下にあります。特にテゾスプロトコルと関連技術の促進と開発を含む、新たに開か
れた分散型のソフトウェアアーキテクチャの分野における、新しい技術とアプリケーションの開発促
進を活動の目標としています。本半期更新活動報告書は、SFSAによるテゾス財団の公式活動報告
書ではありません。本半期更新活動報告書はあくまで、誠実に一般的な情報提供のみを目的に公
開されている資料です。テゾス財団は、本書に記載されている情報の完全性、信頼性、正確性につ
いて、いかなる保証もいたしません。特に明記のない限り、本半期更新活動報告書に記載されるす
べてのデータ、情報、および写真は、テゾス財団が作成し、知的財産として所有しています。


